


下水道事業の主要課題



基本方針・計画目標



取り組むべき施策



1．安心な暮らしを支える施設整備を効率的に推進する



汚水処理施設整備区域

計大須賀大東掛川処理区

2840.5 335.0 616.0 1889.5 全体計画(ha）

1311.1 267.4 507.4 536.3 R6末実績(ha）

46.2%79.8%82.4%28.4%R6末整備率



掛川処理区計画区域の整備計画



2.経営資源である「人、もの、財源」を有効活用する



課題に対する取り組み

課
題

ヒト モノ カネ

人材育成、組織体制
を作る
技術職員の配置
民間の活用

人材
予防保全型維持管理・改
築の導入
ライフサイクルコストの
削減

施設
下水道ビジョンの策定
使用料の改定
起債(借金)の⾧期化

資金

下水道事業を担当する
職員の減少

下水道施設の
老朽化

人口減少による
使用料収入の減少



公共施設等の建設、維持管理、運転等を行政と民間が連携して行う下水道分野のPPP
民間の創意工夫等を活用し、財政資金の効率的使用や行政の効率化を図る

・ウォーターＰＰＰとは⇒ (Water Public Private Partnership)

契約に含まれる業務

運営権取得

料金収受

設計・更新工事

更新計画策定

突発・定期修繕

薬品/電力調達

日常点検・保守点検

運転監視

更新

維持
管理

単純委託 包括委託
複数年契約 

単年度
仕様書発注

レベル１
包括

レベル２
包括

レベル３
包括

更
新
実
施
型

更
新
支
援
型

ウォーター
ＰＰＰ

【下水道】
or

【上工下水】Step-up

レベル3.5
管理・更新

一体マネジメント

Step-up

レベル４
コンセッション

包括委託
性能発注 

運営 高い

低い

民間の裁量

・WPPPの事業形式
①コンセッション方式（レベル４）

⇒施設の所有権を公共主体が有したまま、施設の運営権を民間事業者に設定する方式
②管理一体マネジメント方式（レベル3.5）

⇒⾧期契約により施設の管理と更新を一体的にマネジメントする方式



3.健全な経営で事業を継続する



収入増加、支出削減に向けた取組み




